
令和６年度 第９回末野原地域会議 会議録 

 

■日 時  令和６年１２月１９日（木） 午後 7 時から８時４５分 

■場 所  上郷交流館 ２階 ふれあいホール 

■出席者  委員       ：１３名（欠席３名） 

事務局（上郷支所）：下川支所長、伊藤主査 

 

■次 第  

「豊田市民の誓い」唱和 

１ 会長あいさつ 

２ 第８回地域会議の会議録について 

３ 協議事項 今後の進め方について 

４ その他 

（１）上郷地域バスについて 

（２）来年度の地域会議の開催曜日について 

（３）次回の地域会議について 

 

■議事（要約） 

１ 会長あいさつ  省略 

 

２ 第８回地域会議の会議録について 

・第８回地域会議の会議録の内容確認を行い、了承を得た。 

   

３ 協議事項 今後の進め方について 

・「① 検討事項を今までの協議の中で出た意見から決めるか」、「② 検討事項は

いくつにするか」、「目指す姿を掲げるタイミングは課題を整理する前か後か」

について、３つのグループに分かれて協議を実施した。 

・各グループの協議内容を、グループに代表者から全体に向けて報告した。 

・グループ協議、全体報告の内容を踏まえて、各委員の考えを意見シートに記入

し、12/26 までに事務局に提出することとした。 

・次回協議の進め方については、意見シートの内容を踏まえて、会長・副会長と

事務局の協議に一任することとした。 

  【主な意見等】 

・マニュアルは、地域の中心で動く人に対しての行動を示す内容のマニュアルであり、

市への提案というのは、マニュアルに対しての課題を出した上で、何が足らないの

かなどという気づきが出てくるかと思う。それを踏まえた内容を市に投げかけ、一

緒に対策を考えることが次の視点かと思う。マニュアルは必要な物だと思うが、作

成した次のステップが、市への提言につながるかと思う。 

 ・目指す姿は先に決めるべきだと思う。 

 



 ・「防災」は非常に範囲が広いので、限られた時間で協議することを考えると、的を

絞って進めたほうが良い。 

  ・避難所運営を考えるにあたり、指定避難所と自治区の一時避難所があるが、一時避

難所は自治区により異なる点がでてくるため、地域会議で協議するのであれば指定

避難所のみを想定したマニュアル等を考えるのがよい。 

 ・気がかりなのは、いざという時にマニュアルを見ながら行動できるかということ。

もう少し簡易的なものがあってもよいのでは。 

  ・目指す姿は人命尊重。そのための方策としてマニュアルが必要。地域会議は、人命

尊重という目指す姿に対して、どのような物が必要になってくるのかを話し合う場

ではないかと感じた。 

・まずはマニュアルがないということ自体問題で、とにかくマニュアルを作って、そ

れを一回実践してみる。それにより、問題があればマニュアルを変えるなり、やり

方を変えるなりすればよい。 

 

 

【グループワーク後の全体発表（各グループで出された意見を共有）】 

グループ①の主な意見 

・いきなり目指す姿を話し合うより現状把握が必要 

・進め方として、例えば上郷（のマニュアル）を参考に上郷と比較しながら、実際ど

んな形にしていけばいいのかを考えていく、というのが分かりやすい。 

・災害のイメージが多種多様で絞り込みをどうするか、風水害や地震、避難所として

は一緒かもしれないが、対応が異なるところはどうするのか。 

・地域会議委員は考える人で、行動する人ではないとなると、マニュアルは誰が作る

のか。 

・例えば、今回マニュアルを作ったら消防署に提案をして、それを評価してもらい、

各自治区の強み・弱みを比較できるように評価表みたいなもので比較して、弱いと

ころを訓練してもらう仕組みを考えてもらうなど、そのような形で市に提案するの

もよいのでは。 

 

グループ②の主な意見 

・被災してから 3 日以内の初期の避難所の運営で、末野原地区の緊急避難場所 4 か所

の、簡単で誰が来ても分かるマニュアルがあるとよい。 

・簡易なマニュアルを作ってみる、そして訓練をする、それをまた手直しして反省し

て、改良して、また繰り返し作って簡易版で作る。これを継続させることも大事か

と思う。 

 

グループ③の主な意見 

・避難所運営マニュアルについて、地域会議は「考える人」という役割だと聞いたが、

ベースがないと前に進まないと思うので、例えば末野原地区ということで、末野原

中学校について上郷のものをベースに作ってみたらどうか。 

 

 



・マニュアルが非常に分厚いので、必要最小限の必要なもの、必要な人（役割）など

をまとめた簡易版を作成し、それを議論した結果、不足する物があれば、市に用意

して欲しいなどの提案になると思う。 

・最終的にはマニュアルをどこ（誰）が作るのかについては考えないといけないが、

とりあえず簡易版を作成し、簡易版作成にあたり、避難所運営に必要な物や役割は

何か、というところまで地域会議である程度まとめ、実際に中学校で訓練をしてみ

てそれが機能するのか、抜けていることはないかなどを繰り返していく必要がある。

そこをまとめていったらどうか。 

 

４ その他 

 事務局から、次の事項について連絡した。 

・上郷地域バスの利用実績の報告 

・来年度の地域会議の開催曜日の意向確認 

・次回の地域会議について 

と き：令和７年１月１６日（木）午後 7 時から 

ところ：上郷交流館２階 ふれあいホール 

 


